　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成１８年３月１日
「上海協和アミノ酸有限公司」新工場竣工
協和発酵(社長:松田譲)は、輸液などの原料となるアミノ酸の生産･販売を行う｢上海協和アミノ酸有限公司｣の新工場を中国・上海に完成させ、順調に稼動開始いたしました。２月２８日に関係者約２５０名の出席のもと、竣工式を行いましたのでお知らせいたします。
近年、中国経済の発展とともに、中国内でのアミノ酸の需要が急拡大しております。そのため、当社と冠生園（集団）有限公司との合弁会社として１９９８年に設立されたアミノ酸工場「上海冠生園協和アミノ酸有限公司」に増資及び出資比率の引き上げを実施し、このたび生産能力を増強した新工場に移転いたしました。
新工場は、アミノ酸２,５００トン／年の製造能力を有し、ＦＤＡの厳しい査察にも充分に応えられる高レベルの工場です。協和発酵の全面的な技術指導による生産･品質管理に基づき、アルギニン・ヒスチジン・セリンなど１２種類の高品質なアミノ酸を製造いたします。
今後、「上海協和アミノ酸有限公司」は、中国内の輸液メーカーのみならず、近年需要が旺盛な日本や欧米のアミノ酸市場なども視野に入れ、協和発酵グループの重要なアミノ酸製造拠点として一翼を担ってまいります。また、アメリカ・日本の生産拠点との連携を図り「世界三極体制」で役割分担を明確にしていきます。
記
＜上海協和アミノ酸有限公司　概要＞
社名　　　：上海協和アミノ酸有限公司
　　　　　　Shanghai Kyowa Amino Acid Company, Ltd.

所在地　　：上海市青浦工業園区　新団路１５８号
　　　　　　No.158 Xintuan Lu, Qingpu Industrial Zone

代表者　　：翁　懋　董事長
総経理　　：柴田　進（協和発酵）
資本金　　：１，８９０万ドル
従業員数　：１２０人
出資比率　：協和発酵工業株式会社　　　７０％
　　　　　　冠生園（集団）有限公司　　３０％
設立年月日：１９９８年９月３０日
事業内容　：輸液用などアミノ酸の製造販売
敷地面積　：約９０，０００平方メートル
建築面積　：総面積約２０，０００平方メートル
製造能力　：２，５００t／年
製造品目　：アルギニン・ヒスチジン・セリン・バリン等　１２品目
以上
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	本件についてのお問い合わせ先
協和発酵　コーポレートコミュニケーション部
電話　０３（３２８２）１９０３
東京都千代田区大手町一丁目６番１号




